
８月27日午後の拡大三役会議で、本格的な冬山に

突入する前に仲間を増やそうと申し合わせました。

日々の山行が活発に行われているかどうかが鍵です

が、県連だよりでお知らせしているように、県内で

も大きな格差があるようです。いよいよ紅葉の季節

を迎えます。魅力的な山行を具体化し、仲間を増や

しましょう。各会運営委員の決意と具体的な手立て

が決定的です。会員みんなの力を合わせましょう。

９月20日高松にて 参加１２名

◎会勢報告
善通寺 ＋１ 25歳 女 会員の紹介

あけぼの＋１ 31歳 男 会費を入金

山歩会－１ 善通寺－１＝２４８名

◎各会のヒヤリ及び事故報告
◆9/10東赤石から帰り、丸木橋で足を滑らせ、片

足落とす。頭部打撲。(あけぼの)

◆9/10石堂山から帰り、風呂塔手前のピークのY

字分岐を直進して道迷い引き返す。(塩飽)

◆7/29 甲斐木曽駒・参加者の息子さん15才が、

足首靭帯損傷。旅行保険処理。(さかいで)

◆7/29皇子谷沢小屋手前の豊受側支流に入り込み

掛けた足の岩が崩れ転落、右大腿打撲。(塩飽)

◎県連の行事報告

①2017坂出登山学校 登山学校担当 植松理事

・公開講座 7月20日(木)第4回講義「歩行技術」

講師 村上 充氏 山登りとは講義内容は違っ

たが、足裏の重心位置等多いに参考になった。

・7月28〜30日第4回実技 木曾駒ヶ岳2956m

受講生10名、さかいで山の会10名計20名

ケーブルカーで一挙に2600m迄上がったの

で参加女性２名に頭痛の高度障害が出た。

・9月5日(火)第五回講義 計画と安全登山

・9月22～24第五回実技 白山(石川県)

台風で9月22～24日に。受講生5名含む11名。

・登山学校実行委員会10月4日(水)19:30〜 坂出

②四国ブロック沢登り研修・交流会

8月19日(土)〜20日(日)割石川にて研修会

四国各県から38名参加して盛り上がった。

③遭難を考える集い 8団体、28名参加

「新特別基金制度を正しく理解し活用するために」

◆個人山行における山行管理について

改めて登山計画書の提出を周知し、遭難対策

基金を活用する。登山計画書の様式は会に任

せられている。

◆集いで出された質問について、

全国連盟・鶴田運営委員から改めて回答。

１）救助捜索の交付範囲について、当該会の

隊員の交通費・食事代は交付対象、日当は

対象外。

２）見舞金制度について、公開山行が対象。

例会山行に会員外の人が参加しただけでは

交付対象にならない。

◆各会の交付申請事案の集約

・交付対象事案で、県連理事会でも共有されて

いない事案があった。

・事故一報について全国連盟に報告するととも

に県連理事会に報告を徹底。(事故の共有)

・交付申請書については、改めて県連理事長に

送って捺印し

て申請するこ

とを確認した。

・県連教育遭対

部として、事

故一報・事故

報告・交付申
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☆力をあわせ何としても 高松市松縄町1005-4
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仲間づくりに力を合わせよう!!
９･10月は会員拡大集中月間です



請について改めて整理し、徹底を図る。

④拡大三役会議 8団体23名参加 組織部

◆県連だより6号配信（8月末）各会の企画や取

り組み、また、参加者から貴重な意見。

◆会員拡大の具体化にむけて

運営委員会・例会で議題として取り上げて

いただき、会員に会員拡大の協力を御願いを。

◆具体的な手立てとして、ホームページの充実・

パンフレット・チラシの作成・活用について

対応を急ぐ。幹部の決意と手立てが重要

◆第３回拡大担当役員会議

10月２日(月)・19:00〜 善通寺山の会(事)

⑤救助隊「岩場での合同トレーニング」

◆救助隊役員会10月2日(月) 19:00〜 高松

11月26日模擬捜索訓練 担当は善通寺山の会

◎今後の県連行事予定

①2017女性交流登山「七宝山縦走」10月22日

参加集約 高松④、善通寺③、塩飽⑤

計22名 あけぼの⑤、さかいで⑤

②自然保護委員会 11月12日(日)９時～

第37回五色台クリーンハイキング

・講演依頼：「携帯トイレについて」

㈱総合サービス 高橋マネージャー

・自然保護委員会開催 11月１日(水) 塩飽

③四国ブロック遭難対策講演会in徳島・三好

11月19日(日)09:30～15:00

講演「楽しく安全な登山のための体づくり」

講師：鹿屋体育大学教授 山本正嘉先生

実技 登山のための体力チェックとﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ法

意見交換 山岳事故を無すために各県の取組み

※準備として 次回10/18理事会まで下記の各会

の報告をお願いします。

①事故一報とヒヤリハット事例

②各会の遭難対策の取り組みについて

◎全国連盟の関連行事

①2017年全国自然保護担当者会議

香川県連より、自然保護担当の安井理事が参加。

②女性委員会40周年記念

「第8回女性と登山全国集会」

12月2日(土)～3日（日）国立女性教育会館

香川県連より、横田理事、坂上理事参加予定
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救助隊・岩場の合同トレーニングに参加して
坂出・大屋冨の岩場で、９月２・３の２日間にわたり愛媛から5人を含む延21人が参加。
１日目は10:00開始して、はじめに救助隊の佐藤隊長からトレーニング中の注意(落石

注意、自己確保の実施等)、今回トレーニングの課題と目標について説明。
基礎コースの目標は、確実な懸垂、確保体制からの離脱が行えること。そのために課

題は、①確実なロープの結束②確実な確保③懸垂下降④確保からの離脱。
応用コースの目標は、確保体制からの離脱と転落者の救助が行えること。
トップの確保について、半分以上の人が自己流で正しく行っていない。ロープが何か

のトラブルで走った場合、摩擦で熱を発するので必ず皮手袋を履いて操作する。確保器
の下側のロープは下向きに握っておくこと(離してはいけない)。ロープが弛んだら上向きに繰り出し素早く下向き
に折り返し持ち代える手順を習熟する。折り返したロープ２本を片手で同時に握っている人を見かけるが、それで
は安全な確保は出来ない。
グループに分かれてロープの結び方、二人一組に分かれて懸垂下降と途中停止の練習を行う。確保器の上にミュー

ルノットと末端処理して、両手がフリーに使えるようにする。そのとき、ハーネスのビレイループにカラビナ１枚
(追加)を介すると確保器の上側でミュールノットを作りやすい。
次に確保からの離脱手順の講習を受けて、支点個所でロープを確保器の上で仮固定(ミュールノット)後、立木支

点にシュリンゲを取付け自己確保する。確保器の上側のロープにシュリンゲでクレイムハイストを作って、立木支
点に別のシュリンゲ(マリナーノットで長さ調整)を使ってカラビナ連結する。クレイムハイストを上方に滑らせて
張り合わせた後、次に確保器の仮固定をゆっくり解除して、立木支点にロープのテンションを移動してからロープ
から確保器を解除する。クレイムハイストをセットしたロープを、支点のHMSカラビナにムンターミュールで仮固
定して確保からの離脱を終了する。

２日目は、早朝7時から基礎コース、応用コースに分かれて、斜面で復習。
応用コースは10時半頃からよい子の広場に移って、岩場の転落者を救助するトレーニングを行う。ダブルロープに
プルージックで転落地点の支点位置まで登らなければならないが、トップロープで確保されているとは言えプルー
ジック登攀は苦労した。支点位置で複数支点を使って懸垂ロープをセットして、転落者の位置まで懸垂下降し、介
助懸垂で転落者を下ろす作業を行った。初めて経験なので、かなりのプレッシャーがかかった。
15時からカウンターラッペルを使った介助懸垂下降手順を習い、斜面でやってみて16時に無事終了した。記：前田



会 7/24～8/27の山行内容 １０月予定 １１月予定
名 月 日 山行名 ＣＬ 参加 日 山行名 日 山行名

9/3 ☆伊予富士 藤田 07-09 ◎高
/3-5 ☆富士山 三宅 15 ◎公開登山 塩塚峰
/10 ☆瓶が森 藤田松

高
松

9/24 ◎志保山 田尾 22 ◎檮原・維新の道Ｈ

01 ◎石鎚山 04 ☆里山ﾊｲｸ( )山
15 ◎里山ﾊｲｸ( )歩

会 9/22-24 ◎白山(登山学校) 喜馬 2 29 ◎三嶺

8/24-29 ☆北海道山めぐり 塚原 2 02 ☆紅ノ峰 岩ﾄﾚ 02-05 ◎九州の岩場巡り
9/9 ◎紅ノ峰 宮武ｱ 3 07-09 ◎御在所岳 内藤壁五
/10 ☆紅ノ峰 宮武ｱ 2 14 ☆剣山～次郎岌色
/18 ☆紅ノ峰 宮武ｱ 3 15 ☆紅ノ峰 岩ﾄﾚの
/21 ☆烏帽子岩 塚原 22 ◎紅葉の山( )峰
/23-24 ☆愛媛・世田山の岩場 宮武ｱ 6 29 ◎紅葉の山( )

8/31-9/3 ☆東北５山 亀山 6 01 ◎道後山 05 ◎矢筈山(交流登山)さ
9/3 ☆天狗塚 桑野 3+2 08-09 ☆一の森・槍戸山か

15 ○伯耆大山(交流登山)い
/22-24 ○白山(登山学校) 植松 4+5 29 ☆石立山 23 ◎泉ケ山で

9/9-10 ◎石堂山～矢筈山 山内 4 01 ◎キノコ狩り
07-09 ◎久住連山塩

/18-23 ◎氷ノ山 森ｶ 13 14 山サロン 9/28山行部会で決定
15 ◎比婆山飽
29 ◎阿讃縦走①～鉢伏山

01 ◎大麻山登山道整備 03-05 ◎英彦山・万年山
9/10 ◎こんぴら街道 影 4 07-09 ◎雲取山 11 ◎岩トレ善
/20 ☆まんのう島ケ峰 音地ﾖ 4 09 ◎石鎚山通
/24 ◎岩トレ 大屋冨 森山 4 15 ◎危険箇所対処講習 25-26 ◎京都トレイル寺
/24 ◎ハネヅル山 石川 12 21 ◎岩トレ 大屋冨

29 ◎三瓶山

8/28 ☆笹ヶ峰(新宮) 星川 6 30-01 ◎船上山(鳥取) 05 ◎明神が森・愛媛あ
9/3 ○稲積ｽｸｰﾙ 岩登り 三野 10 07-09 ◎大杉谷・大台ヶ原
/9 ☆黒森・沓掛山 岩倉 2 15 ◎佐々連尾山け
/10 ☆東赤石 八巻ﾄﾚ 井原 10 18･19 ☆赤石～我蔵越
/20-24 ☆鑓温泉－白馬三山 岩倉 1 27-29 ◎久住山ぼ
/21-24 ◎奧穂高集中 井原 6
/25-30 ☆欅平－剣岳－馬場島 篠原 2+1の

9/10 ◎銅山越 香川 5 01 五岳山観
19 高見島音

/24 ◎黒沢湿原 十鳥 6 24 中津山Ｈ

県 02-03 救助隊 岩登り救助 12 五色台ｸﾘｰﾝﾊｲｸ
連 塩⑥
な 22 女性交流－七宝山 26 救助隊模擬捜索訓練
ど
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◎02日(月) 会員拡大担当役員会議 19時 善通寺山の会事務所
◎02日(月) 救助隊役員会 19時 高松

◎04日(水) 県連登山学校実行委員会 19時半 さかいで

◎15日(日) 県連登山学校交流登山 伯耆大山

◎18日(水) 県連盟第７回理事会（善通寺）

◎22日(日) 2017女性交流登山（七宝山縦走）

(３) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５１－７ 2017.9.26



個人山行  

スイスアルプストレッキング  
 

記録  安井昌史 田中瑞代  
 

 

 

 

 

 

☆日 程  平成２９年７月１日（土）～９日(日 ) 

☆参加者  ＣＬ：村上誠美、矢野秀明、宮脇英樹、松岡艶子、三木義明、影俊春、

黒渕孝行、黒渕清美、安井昌史（以上Ａ班） 

      中村玲子、松岡俊昭、池田妙子、田中信三、田中瑞代（以上Ｂ班） 

 

☆費 用  ① ﾂｱｰ基本料金 ※ 1            348,00 円（ ﾂｪﾙﾏｯﾄ組） 

      ②羽田空港施設使用料・現地空港税合計・航空保険料・燃料付加税・座

席指定料金（日本⇔ﾊﾟﾘ間）        31,740 円  

      ③共同支払い分集金 ※2          55,100～ 64,300 円  

                     1 人当たり 434,840～ 444,040 円  

①  ﾂｱｰ基本料金 ※1         331,900 円 (グリンデルワルト組)       

②  羽田空港施設使用料・現地空港税合計・航空保険料・燃料付加税・ 

③  席指定料金（日本⇔ﾊﾟﾘ間）     31,740 円  

        ユングフラウパス VIP3 日間     24,700 円  

④  共同支払い分集金 ※ 2       50,055 円  

               1 人当たり   438,3950 円  

※1 航空運賃、宿泊費、ﾎﾃﾙ朝食費 

       ※ 2 ｽｲｽﾊﾟｽ、その他の登山列車・ﾛｰﾌﾟｳｪｲ、夕食代 

       その他：旅行保険は各自で加入 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 13:30 に琴平駅に着くと、もう既に全員集合している。ﾌﾗﾝｽ・ｽｲｽは 7 月からｻﾏｰﾀｲﾑ

で、時差は 7 時間とのこと。時計をﾊﾟﾘ時間に合わせて出発。羽田からﾊﾟﾘまで 12 時間

余り拘束されて、ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ症候群になりそうだった。ﾊﾟﾘから ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ行きの飛行機は

満員で、荷物を積込む作業が結構雑な扱い。「 Fragile」表示のﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙが ﾎﾞﾛﾎﾞﾛになっ

ている。 ｼﾞｭﾈｰﾌﾞからは貸切ﾊﾞｽで国境を越えてﾌﾗﾝｽに入り、約 1 時間半でﾎﾃﾙに到着。 

明日の切符の手配の 4 人と別れて昼食をとる。ｶﾀｺﾄ英語ならぬ、ｶﾀｺﾄ日本語でもなん

とかなる。 

 標高 1252ｍの乗り場から 3275ｍの ｸﾞﾗﾝﾓﾝﾃまでﾛｰﾌﾟｳｪｲを乗り継ぎ一気に上がる。展

望台までの階段が辛い。遠くはｶﾞｽで見えない。雪上ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞをしている人が何人もい

る。気温はﾏｲﾅｽ 2℃となっているが、それほど寒さは感じない。 

7 月 1 日 晴れ 

13:50 琴平駅集合 14:10＝［琴空ﾊﾞｽ］＝ 14:55 高松空港 17:40＝＝19:00 羽田空港 22:55

＝＝ 

7 月 2 日  雨のち曇り 

4:10 ﾊﾟﾘﾄﾞｺﾞｰﾙ空港 7:30＝＝8:30 ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ空港 9:05＝＝ 10:30 ﾊﾟｰｸﾎﾃﾙｽｲｽ着  

ﾊﾞｽ乗り場 13:40＝＝ 13:50 ｸﾞﾗﾝﾓﾝﾃ乗り場 14:10＝＝ 14:45 ｸﾞﾗﾝﾓﾝﾃ 15:20＝＝ 16:05 乗り

場 16:20＝＝ 16:35…… 16:50 ﾎﾃﾙ 
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2 日目は 8:00 にﾎﾃﾙを出発しﾛｰﾌﾟｳｪｲ乗り場でｶﾞｲﾄﾞのｱｽﾞﾐさんと合流。背の高い少

し辛口の美しい女性。ｴｷﾞｰﾕ・ﾐﾃﾞｨ展望台からは 360 度の展望。ﾓﾝﾌﾞﾗﾝからｸﾞﾗﾝﾄﾞｼﾞｮ

ﾗｽ、遠くのﾏｯﾀｰﾎﾙﾝまで見える。途中駅のﾌﾞﾗﾝ・ﾄﾞ・ﾚｷﾞｰﾕ駅までﾛｰﾌﾟｳｪｲでおり、そこ

からﾄﾚｯｷﾝｸﾞの始まり。ｱﾙﾌﾟｽ 3 大名花の一つである、ｱﾙﾍﾟﾝﾛｰｾﾞが群生している。途中

どんどん人に抜かれていく。ｺｰｽﾀｲﾑ 2 時間半で行く人たちらしい。20 分程の登りを過

ぎると峠につき、ﾄﾞﾘｭｰ針峰が素晴らしい。剣岳や槍ヶ岳がなだらかな山に思えるほど

だ。  
ｶﾞｲﾄﾞさんのﾄﾞﾘｭｰﾁﾝﾎﾟｳという下ﾈﾀに沸

く。氷河を見ながら長い下りの最後ﾆﾓﾝﾀﾝﾍﾞ

ｰﾙ駅に到着。4 時間半近くかかった。登山

電車でｼｬﾓﾆｰまで下り、ｶﾞｲﾄﾞさんとはお別

れ。午後のﾄﾚｯｷﾝｸﾞは中止し、ﾙ・ﾌﾟﾚﾊﾞﾝ展

望台往復に変更した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8:25 にﾊﾞｽでﾎﾃﾙを出発。9:00 に国境を越えたところ

で、ﾄｲﾚ休憩。1 ﾕｰﾛまたは 1 ｽｲｽﾌﾗﾝの有料ﾄｲﾚに入る。

11:00 にﾌｨｽﾌﾟ到着。Ｂ班と別れて、11:08 分発のﾂｪﾙﾏｯﾄ

行きに何とか乗り込む。ﾎﾃﾙまで重いｽｰﾂｹｰｽを引きずっ

てやっと到着。ほどなくしてｶﾞｲﾄﾞのﾏｻﾐさんが現れる。

今度は小柄のかわいい女性。靴を履き替えていざ出発。 

ｹｰﾌﾞﾙｶｰ,ｺﾞﾝﾄﾞﾗ,ﾛｰﾌﾟｳｪｲを乗り継ぎﾛｰﾄﾎﾙﾝ展望台で

360 度の展望を楽しんだ。見える山の中ではﾓﾝﾃﾛｰｻﾞ 4634ｍが一番高いとのこと。ﾌﾞﾗ

ｳﾍﾙﾄ駅まで戻り、ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ開始。少し歩くとｴｰﾃﾞﾙﾜｲｽ発見。ﾁｬﾎﾞﾘﾝﾄﾞｳも咲いており、

ｱﾙﾌﾟｽ 3 大名花を見ることができた。途中のｼｭﾃﾘ湖､ﾗｲ湖で逆さﾏｯﾀｰﾎﾙﾝを期待したが、

子供が水浴びしたりしており、見ることはできなかった。 

 
 
 
 
 

 

7 月 3 日 晴れ  
ﾎﾃﾙ 8:00……8:10 乗り場 8:30＝＝9:00 ｴｷﾞｰﾕ・ﾐﾃﾞｨ展望台 9:50＝＝10:00 ﾌﾞﾗﾝ・ﾄﾞ・ﾚｷﾞ

ｰﾕ 10:05……12:50 峠 13:25……14:20 ﾓﾝﾀﾝﾍﾞｰﾙ 14:30＝＝14:55 乗り場……15:20 ﾛｰﾌﾟｳ

ｪｲ乗り場＝＝15:30 ﾙ･ﾌﾟﾚﾊﾞﾝ展望台 15:45＝＝16:05 乗り場……16:40 ﾎﾃﾙ着  
 

7 月 4 日 晴れ  
ﾎﾃﾙ 8:25＝＝11:00 ﾌｨｽﾌﾟ 11:08＝＝12:14 ﾂｪﾙﾏｯﾄ……12:40 ﾒﾄﾛﾎﾟｰﾙﾎﾃﾙ着 13:25……  
ｹｰﾌﾞﾙｶｰ駅 13:40＝＝14:10 ﾛｰﾄﾎﾙﾝ展望台 14:30＝＝14:40 ﾌﾞﾗｳﾍﾙﾄ駅 14:45……15:15 ｼ

ｭﾃﾘ湖 15:30……16:45 ﾗｲ湖 17:00……17:10 ｽﾈｶﾞ駅＝＝17:15 ｹｰﾌﾞﾙｶｰ駅……17:25 ﾎﾃﾙ

着  

7 月 5 日 晴れ  
ﾎﾃﾙ 8:00……8:25 乗り場 8:35＝＝9:20 ｸﾞﾚｯｼｬｰﾊﾟﾗﾀﾞｲｽ 10:00＝＝10:30 ｼｭﾊﾞﾙﾂｾﾞｰ駅

10:40……11:20 ｽｷｰﾘﾌﾄ駅……13:26 ﾍﾙﾝﾘ小屋 14:10……16:00 ｼｭﾊﾞﾙﾂｾﾞｰ駅＝＝17:10 乗

り場 17:25 ﾎﾃﾙ 
ﾄﾚｯｷﾝｸﾞﾁｰﾑ ｼｭﾊﾞﾙﾂｾﾞｰ駅 10:40……15:00 ﾂｪﾙﾏｯﾄ 
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今日はいよいよﾍﾙﾝﾘ小屋である。まずはｸﾞﾚｯｼｬｰﾊﾟﾗ

ﾀﾞｲｽで今日も 360 度の展望を楽しむ。展望台にｷﾘｽﾄの

十字架がある。日本だと大日如来像か？ｼｭﾊﾞﾙﾂｾﾞｰ駅

まで戻り、6 人でﾍﾙﾝﾘ小屋を目指す。 

矢野さん、松岡さん、三木さんはﾍﾙﾝﾘ小屋に行かず、

そのままﾂｪﾙﾏｯﾄにﾄﾚｯｷﾝｸﾞで下るｺｰｽを取った。 

標識ではﾍﾙﾝﾘ小屋まで 2 時間 10 分となっている。

ｼｭﾊﾞﾙﾂ湖を下に見ながら少し行くと急登となる。その

先にｽｷｰﾘﾌﾄ駅があり小休止する。石鎚山のような手す

りのついた鉄網の歩道を少し行くと、なだらかな道と

なる。小屋がだいぶ大きく見えてきた急登の手前で休

憩。最後の 300ｍほどの急登を登りきると小屋に到着。

2 時間 46 分かかった。途中岩場はあるが、手を使うよ

うなところはほとんどない。小屋でﾐﾆどん兵衛を食べ、ﾍﾙﾝﾘ陵の取りつきまで行く。

少し雪渓が残っている。ﾛｰﾌﾟにしがみついた写真を撮り、下山する。ｼｭﾊﾞﾙﾂｾﾞｰ駅に

16 時ちょうどに到着。ｺﾞﾝﾄﾞﾗが停止している。少し待つとようやく動き出したが、下

りではなく、登りのｺﾞﾝﾄﾞﾗに乗れと言われる。下りのｺﾞﾝﾄﾞﾗのﾄﾗﾌﾞﾙらしく、ﾄﾛｯｹﾅｰ・

ｼｭﾃｰｸ（2939ｍ）まで登り返し、大型ﾛｰﾌﾟｳｪｲで一気に下りた。 

 

 

 

 

 

 

今日は荷物をﾙﾂｪﾙﾝまで送る手配をする。

車で駅まで送ってもらえることとなり、

宮脇さんと安井が同乗する。6 人位乗れ

る構造になっているが、乗り心地はよく

ない。ﾂｪﾙﾏｯﾄ駅から登山電車でｺﾞﾙﾅｰｸﾞﾗ

ｰﾄ（3089ｍ）まで行く。ﾓﾝﾃﾛｰｻﾞを源流と

するｺﾞﾙﾅｰ氷河が大きい。今回で一番大き

い氷河だと思う。ﾛｰﾃﾝﾎﾞｰﾃﾞﾝまで戻り、

ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ開始。少し行くとﾘｯﾌｪﾙ湖があり、逆さﾏｯﾀｰﾎﾙﾝを見ながら写真撮影。ﾏｯﾀｰﾎﾙﾝ

と昨日歩いたﾍﾙﾝﾘ小屋を遠くに見ながらしばらく歩くと、ﾘｯﾌｪﾙﾍﾞﾙｸﾞ駅に到着。ﾚｽﾄﾗ

ﾝで昼休憩とし、十分満喫したので、そのままﾂｪﾙﾏｯﾄ駅まで戻り、後は自由行動となっ

た。 

 

 

 

 

 

 ﾎﾃﾙで準備してもらったﾃｲｸｱｳﾄ・ﾌﾞﾚｯｸﾌｧｽﾄを持って 5:25 に出発。5:37 分発のﾌﾞﾘ

ｰｸﾞ行きに間に合った。ﾌｨｽﾌﾟで途中下車して乗り換える。ｼｭﾋﾟｰﾂで降りてｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝｵｽ

ﾄ行きに乗り換え。ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝｵｽﾄで登山電車用の切符を買って乗り、ﾗｳﾀｰﾌﾞﾙﾝﾈﾝでまた

乗り換えし、ようやくｸﾗｲﾈｼｬﾃﾞｯｸに到着。方向さえ間違わなければなんとかなるもの

だ。ｸﾗｲﾈｼｬｲﾃﾞｯｸで、すでにﾕﾝｸﾞﾌﾗｳﾖｯﾎに行ってきたＢ班と 3 日ぶりの再会。 

7 月 6 日 晴れ  
ﾎﾃﾙ 7:40……8:00 ﾂｪﾙﾏｯﾄ駅＝＝8:40 ｺﾞﾙﾅｰｸﾞﾗｰﾄ 9:55＝＝10:00 ﾛｰﾃﾝﾎﾞｰﾃﾞﾝ 10:10…
…11:50 ﾘｯﾌｪﾙﾍﾞﾙｸﾞ 13:00＝＝13:25 ﾂｪﾙﾏｯﾄ 以後自由行動  

7 月 7 日 晴れ  
ﾎﾃﾙ 5:25……5:33 ﾂｪﾙﾏｯﾄ駅 5:37＝＝6:46 ﾌｨｽﾌﾟ 6:57＝＝7:23 ｼｭﾋﾟｰﾂ 7:33＝＝7:57 ｲﾝﾀｰ

ﾗｰｹﾝｵｽﾄ 8:35＝＝8:55 ﾗｳﾀｰﾌﾞﾙﾝﾈﾝ 9:05＝＝9:46 ｸﾗｲﾈｼｬｲﾃﾞｯｸ Ｂ班と合流  
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Ｂ班 グリンデルワルト組 

 

7 月 4 日 晴れ 

ﾎﾃﾙ 8:25＝＝11:00 ｳﾞｨｽﾌﾟ 11:28＝＝11:53 シュビーツ 12:05＝＝12:25 ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝｵｽﾄ 13:05＝
＝13:25 ﾗｳﾀｰﾌﾞﾙﾝﾈﾝ 14:08＝＝14:13 グルッチエアルプ 14:17＝＝14:30 ミュレーン 15:14＝＝ 
シルトホルン 16:05＝＝ミュレーン 16:40＝＝ツバイチューネン＝＝18:00 グリンデルワルト  

ＪＵＮＧＦＲＡＵ ＲＯＤＧＥ泊  

 
ビィスプでＡ班と別れＢ班はベールーナオバーランドに向かう。ﾋﾞｽﾌﾟからシュビーツ、二階

立ての列車で湖をみながらｲﾝﾀｰﾗｹﾝｵｽﾄ、ﾗｳﾀｰﾌﾞﾙﾈﾝへと電車を乗り継いで行く。ﾗｳﾀｰﾌﾞﾙﾈ

ﾝでは荷物預けに英語力不足で苦戦。受付のお兄さんやお姉さんに冷たくされる。スイ

スパスを荷物運びのおじさんに見せたら登山電車の後部に乗せてくれてホッとする。

ロープウェイでｸﾞﾙｯﾁｪｱﾙﾌﾟへ 
ｸﾞﾙｯﾁｪｱﾙﾌﾟから登山電車でﾐｭｳﾚｰﾝへ、ﾐｭｳﾚｰﾝは可愛い綺麗な村、 

20 分位村を歩きロープウェイ乗り場へ、ハーフカードでチケットを買ってシルトホルン

を目指す。ｼﾙﾄﾎﾙﾝへのロープウェイで事件がおきた。途中の乗換駅で「ジャパニーズ

ﾌｧﾐﾘｰタナカ  タ・ナ・カ！！」と呼び止められる！私が何で日本人の「タナカ」と

知っとるん？？ 何か重大な事件を起こしたのか！「チケットを見せろ！」と言うの

で見せると「違うスイスパス！これはハーフパス！」とイケメンのお兄さんが真っ赤

な顔で興奮気味に言うのでますます困惑！『私のスイスパスが無い！！どーしよ

う！！』「帰りに下のオフィスに寄って！」とイケメン兄さんに怒られる・・そんなこ

んなで女王陛下の 007 の舞台になったｼﾙﾄﾎﾙﾝは気もそぞ

ろで下山。加藤滝夫さんのコーナーも楽しみにしていたの

に・・チケットを買ったオフィスに寄ると私のスイスパス

を預かってくれていた。チケットを買った時に何らかで残

ったようだ。帰ってきて一安心。スイスパスって高く本人

のサインがいるのです！ 
 ﾐｭｰﾚｰﾝからﾂﾊﾞｲﾁｭｰﾈﾝを経由してｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄへ 

泊客はほとんどが日本人のﾕﾝｸﾞﾌﾗｳﾛｯｼﾞ 夕食は中国料理 
 

7 月 5 日 晴れ 

7:40 ｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄ＝＝ｸﾞﾛｯｼｪｼｬｲﾃﾞｯｸ(1962m) ……11:00 フィルスト(2165m）昼食 12:15
……13:20 ﾊﾞｯﾊｱﾙﾌﾟ湖 13:40……Ｒeeti 山トラバース 15:10 

……17:20 ﾌﾞｽｱﾙﾌﾟ 17:43＝＝ｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄ 18:10 

 

今日はいよいよ、ロングコースのトレッキング、

ｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄから郵便バスでｸﾞﾛｯｼｪｼｬｲﾃﾞｯｸ(1962m)へ、

ホルンのような警笛を鳴らしてアルプの山道をジグザグ

に上る。ｸﾞﾛｯｼｪｼｬｲﾃﾞｯｸは大きな峠と言う意味だそうだ。

アイガー北壁が左手にそそり立つ。 

ちゃんと中村リーダの準備体操 

をして、和歌山のパーテイと同時出発。お花畑や放牧

の牛さん達・・人も少なくのんびりとﾌﾞｴｯﾀｰﾎﾙﾝ（3692m）

の岩壁を見ながらトレッキングを楽しむ。 
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 ﾌｨﾙｽﾄ (2165m)のレストランで時間

をとった昼食。ﾌｨﾙｽﾄではﾌｨﾙｽﾄ･ﾌﾗｲｱｰ 

800ｍの距離をブランコに乗る格好で

駆け抜けていくアトラクションに

TAEKO さんチャレンジしたそうだった。

 ﾌｨﾙｽﾄからは少し上り。お花畑を通り

ﾊﾞｯﾊｱﾙﾌﾟ湖へ！美しい湖でメンバー

は夢見心地でくつろぐ。湖の南側を

通る道を通り、Ｒeeti 山をトラバー

スする。ゴーロ状で山らしい。「あれ

がｱｲｶﾞｰ、ﾒﾝﾋ、ﾕｰｸﾞﾌﾗｳ」「いやいや

違うあれが・・」と位置関係で激論

をしながら景色とお花畑を楽しんだ。

避難小屋の少し先の分岐からブスアルプへ下る。 

長い下り、ゆっくり進みすぎるﾒﾝﾊﾞｰにタイム

キーパでもあるＳＬが無口になっていく。ネッ

トで調べたら 17:30 が最終バスらしい。『遥かに

見えるあの峠を越えないと・・』と思っていた

ら、反対方向に郵便バスが下るのが見えた！

17:30 が迫っている。ＳＬが REIKO さんと TAEKO

さんに「先に下ってバスを止めておいて」と指

示。ブスアルプにヤレヤレと着くと先に見えた

のが最終バス。間に合わなかった！  
レストランでﾀｸｼｰを呼んでもらうように交渉すると 「3 時間歩いて帰るしかない」

と言われる。タクシーも来ない場所・・ツアー会社の電話もつながらない。バスの時

刻表にはもう一便あるけど到着場所の表示が違う。歩いて帰る覚悟を決めた頃、もう

一便のバスが到着。 大きく Grindelwalt とかいてある。17:43 発ｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄ経由ﾏｲ

ﾘﾝｹﾞﾝ行だった。あー良かった！ブスアルプと言う地名は一生忘れないと思う。  
夕食はホテルアイガーのバリーズでスイス料理  
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7 月 6 日 晴れ  
7:30 ｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄ駅荷物発送＝＝8:15 ｸﾞﾙﾝﾄ＝＝8:45 ﾒﾝﾘｯﾍﾝ 9:00……12:00 ｸﾗｲﾈｼｬｲﾃﾞｯｸ

13:33(昼食 )＝＝ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳﾖｯﾎ 15:00＝＝16:20 ｸﾗｲﾈｼｬｲﾃﾞｯｸ 16:33＝＝17:13 ｸﾞﾘﾝﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄ  
 
 ﾁｭｰﾘｯﾋまで荷物を発送してｸﾞﾙﾝﾄへロープウェイでﾒﾝﾘｯ

ﾍﾝへ。ここからｸﾗｲﾈｰｼｬｲﾃﾞｯｸまでハイキング。ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳ三

山を眺めながら終始緩やかな下りで、乳母車をおしてでも

行けると言うコースを楽しむ。周囲は広々としたアルプや

ｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄの谷を眺めながら進む。正面にｱｲｶﾞｰ北壁が迫

力満点！余裕でｸﾗｲﾈｼｬｲﾃﾞｯｸ到着。少し離れた静かなレス

トランでビール付きの美味しい昼食。テラスからは昨日歩いた長いコースが望めてメ

ンバーは再びの感動！ゆっくりと昼食を楽しむ。午後から登山電車に乗ってﾕﾝｸﾞﾌﾗｳﾖ

ｯﾎへ。中国人やインド人、世界各国の民族でごったかえしている。  
 良くこんな場所に 100 年も前に登山電車を作ったもんだと驚いた。  

ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳﾖｯﾎ駅からエレベータで 3571m のｽﾌｲﾝｸｽ･ﾃﾗｽへ全面ｶﾞ

ﾗｽ張り｡ｱﾚｯﾁ氷河を見物。  
ｴﾚﾍﾞｰﾀを降り、氷の宮殿をぬ

けて、雪原に出た。ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳを

バックに記念写真。やれやれ

スゴイ人ひと。ﾕﾝｸﾞﾌﾗｳﾖｯﾎは

巨大ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄだった。ハイキングより疲れた。  
夕食はインド料理 Golden India 

 

7 月 7 日 晴れ  
ホテル発 8:00……8:17 ｸﾞﾘﾝﾃﾞﾙﾜﾙﾄ＝＝8:50 ｸﾗｲﾈｼｬｲﾃﾞｯｸ  A 班と合流 9:50 
11:01 ｸﾗｲﾈｼｬｲﾃﾞｯｸ＝＝12:03 ﾗｳﾝﾀｰﾌﾞﾙﾈﾝ＝＝12:24 ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝｵｽﾄ 13:04＝＝14:45 ルッｴルン  
16:35＝＝ﾁｭｰﾘｯﾋ 16:30＝＝18:25MOVENPICK AIRPORT ホテル着  

 
TUYAKO さんからタイムラインで「出発を予定より早くしたので一時間以上早く着く模様」

と連絡を受ける。  
又ｸﾗｲﾈｼｬﾃﾞﾗｯｸに上り、近くの山を散歩したり、お土

産を見たりしながら A 班を待つ。  
9:50A 班と無事に合流。5 時にホテルを出たそうだ。

昨日リサーチしていたレストランへ案内。A 班は短い

時間を惜しむようにｸﾗｲﾈｰｼｬﾃﾞﾗｯｸの風景を楽しむ。  
ﾗｳﾝﾀｰﾌﾞﾙﾈﾝ、ｲﾝﾀｰﾗｰｹﾝｵｽﾄ、森と湖を見ながら経

由しルッｴルンへ  
ルッｴルンの旧市街を観光してﾁｭｰﾘｯﾋへ  

ﾓｰﾌﾞｪﾝﾋﾞｯｸホテルにて夕食  
 
7 月 8 日 晴れ  
10:25 ﾁｭｰﾘｯﾋ空港＝＝11:45 ﾊﾟﾘ･ﾄﾞｺﾞｰﾙ空港 13:30＝＝関西国際空港 9:00（日本時間）  
 
狭くて満員のエアーフランスで ? 約 12 時間かけて関空へ。関空にて解散した。  
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